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 2023年 11月 2日 

 

※2023年 9月 21日にドイツ・ヘンケル本社が発表したプレスリリースの日本語訳版です。本プレスリリースは英語が原

本であり、その内容・解釈については英文原本が優先します。 

 

外部監査により、サステナビリティの主要次元（気候、循環性、安全性、自然）におけるインパクトを

推進するポートフォリオ転換へのコミットメントを明示 

 

ヘンケル アドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門 

製品ポートフォリオの監査付きサステナビリティ評価手法を公表 
 

ヘンケルアドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門は、接着剤、シーリング剤、機能性コーテ

ィング剤のグローバルリーダーとして、サステナビリティアンビション 2030 に基づき、絶えずサステ

ナビリティの推進に取り組んでいます。同事業部門は、事業活動におけるフットプリントの最適化と

低排出原材料の調達に加えて、テクノロジーを通じて業界をリードし、多様な製品ポートフォリオでよ

り大きなインパクトを生み出すことを目指しています。  

 

ヘンケルのテクノロジーとソリューションは、現在すでに、世界中の 800 を超える業種の 100,000 社

を超えるお客様の製品やプロセスを大きく改善しています。ヘンケルはその材料科学のノウハウを

もとに、e-mobility、木材建築、クリーンエネルギー利用、サステナブルパッケージなど、グローバル

経済を形作る未来のトレンドを推進しています。 

 

接着技術事業部門は、サステナビリティへの貢献をさらに加速するために、ポートフォリオの全体的

な転換を目指しています。そこで同事業部門は、製品ポートフォリオのサステナビリティパフォーマン

スに関する透明性を担保するための内部評価手法を構築しました。この評価結果は、イノベーショ

ン・事業戦略の明確化ならびにポートフォリオ管理や顧客エンゲージメントなどのすべての事業運営

プロセスに徹底的に組み込まれます。 

 

最新の評価は 2023 年の上期に実施され、外部の第三者機関による監査が行われ、限定的保証を

受けました。この内部評価手法は、ポートフォリオの十分なカバレッジ（網羅率）を確保するために、

「Challenged（要改善）」1 ランクの全製品を含む、少なくとも純売上高の 80％に相当する商品を網

羅するよう規定しています。2021年と 2022年はそれぞれ、接着技術事業部門の純売上高の 88％

が網羅されており、この規定水準を大幅に上回っています。  

 

接着技術事業部門サステナビリティグローバルヘッドの Ulla Hüppeは、「戦略的事業運営のベース

として自社製品のサステナビリティへの貢献を評価することは、気候、循環性、安全性、自然の分野

でプラスの影響を生み出すためのポートフォリオ転換を進めるうえで重要な柱となります。外部監査

は、一貫性のある基準と支えとなる証拠資料に基づいた体系的な枠組みを構築するために私たち

が進めてきたアプローチの強力な裏付けとなるものです。この評価結果は、それぞれの製品の貢献

https://www.henkel.com/press-and-media/press-releases-and-kits/2023-09-21-henkel-adhesives-technologies-publishes-audited-method-for-sustainability-assessment-of-product-portfolio-1888008
https://www.henkel-adhesives.com/us/en/spotlights/all-spotlights/we-make-sustainability-happen.html
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とパフォーマンスについての明確な理解を促し、サステナビリティを事業戦略の不可欠な要素として

根付かせるものです。さらに、お客様により一層の透明性を提供し、排出削減と循環性を可能にす

る新たなソリューションに向けた転換を支えます」と述べています。 

 

評価では、サステナビリティに大きく貢献するポートフォリオ内の製品の特定とマッピングに焦点が

置かれます。評価基準はバリューチェーン全体を網羅し、上流・中流・下流を含むすべての領域に

おけるインパクトが考慮されます。この方法によって、接着技術事業部門の事業活動と原材料使用

のフットプリントを網羅するだけでなく、当社のソリューションが以下の 4つの主要次元においてお客

様のサステナビリティアジェンダの推進をいかに可能にするかを評価します。  

 

• 気候：お客様の生産工程や製品の使用過程での排出削減を可能にする。また、低排出原

材料を使用することにより、お客様のスコープ 3の排出削減を可能にする。 

• 循環性：循環型原材料を使用するとともに、製品とその部品の再利用、修理、リサイクルに

貢献することにより、貴重な資源を循環させる。  

• 安全性：ソリューションの化学的安全性を高めるとともに、最終製品の使用過程、およびお

客様の生産工程における安全性を促進する。 

• 自然：水などの環境資源の保全と保護を可能にする。 

 

評価では、4 つの主要次元のいずれかに対する製品の貢献を評価するとともに、安全性への影響

に関する化学物質の分析も行います。さらに、特定のトピック基準にしたがって市場標準や業界標

準との比較も行い、バリューチェーンの他の措置により得られたプラスの影響を相殺するリスクも考

慮します。その結果、製品を「Challenged（要改善）」、「 Straight Performers（努力者）」、

「Contributors（貢献者）」、「Pioneers（先駆者）」という 4 つのメインカテゴリーに分類します 1。

「Pioneers」と「Contributor」については、少なくとも 1 つの主要次元への貢献を関連資料によって

証明する必要があります。 

サステイナビリティ・ポートフォリオ評価の詳細については、2023 年の報告書をご覧ください。（英語） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ヘンケルの接着技術事業部門は製品ポートフォリオの監査付きサステナビリティ評価手法を公表 

 
1評価カテゴリーの詳細な定義については、報告書をご覧ください。（英語） 

https://www.henkel.com/resource/blob/1887948/f1a71fb1c845cccc6d6c1afe8d8e10ae/data/practitioners-report-henkel-a.pdf
https://www.henkel.com/resource/blob/1887948/f1a71fb1c845cccc6d6c1afe8d8e10ae/data/practitioners-report-henkel-a.pdf
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ヘンケルについて 

ヘンケルはブランド、イノベーション、テクノロジーにより、産業およびコンシューマー向け事業において世界中の市場をリ

ードしています。アドヒーシブ テクノロジーズ（接着技術）事業部門は接着剤、シーリング剤、機能性コーティング剤市場の

グローバルリーダーとなっています。コンシューマーブランド事業部門は特にヘアケアやランドリー&ホームケアの分野に

おいて、世界中の市場やカテゴリーをリードする地位を維持しています。ヘンケルには 3 つの強力なブランド、LOCTITE(ロ

ックタイト)、Persil（パーシル）、Schwarzkopf(シュワルツコフ)があります。2022 年度の売上高は 220 億ユーロを超え、営

業利益はおよそ 23億ユーロでした。ヘンケルの優先株は、ドイツ株式指数 DAXのリストに入っております。ヘンケルには

長いサステナビリティの歴史があり、具体的な目標を掲げた明確なサステナビリティ戦略を推し進めます。1876 年に創業

したヘンケルは現在、世界に 50,000名以上の社員を擁し、多様なチームが強固な企業文化、共通の価値観とヘンケルの

社員をひとつにまとめる共通基盤である企業目的「Pioneers at heart for the good of generations」の元に結束していま

す。さらなる情報はこちら www.henkel.com 

をご覧ください。 

ヘンケルジャパンホームページ：http://www.henkel.co.jp 

ヘンケルジャパンフェイスブックページ：http://www.facebook.com/HenkelJapan 

 

コンタクト 

Sebastian Hinz  

Phone +49 211 797-85 94  

Email sebastian.hinz@henkel.com 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－本件に関する報道関係者からのお問合せ先－ 

ヘンケルジャパン株式会社 広報室 小野尾 秀美 

Mobile :070-1548-4840 /TEL：03-5783-1219 (広報室代表) 

Email : hidemi.onoo@henkel.com 
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